大阪府歩道橋等ネーミングライツ実施要綱
（趣旨）

第１条　この要綱は、大阪府が管理する道路に付属する施設の名称（通称）を命名する権利を、事業の目的に賛同する企業・団体等（以下「パートナー企業」という。）に売却することで契約料（協賛金）を得る事業（以下「ネーミングライツ事業」という。）について、必要な事項を定めるものとする。
（目的）

第２条　ネーミングライツ事業は、道路に関する施設の通称名を命名する権利をパートナー企業に売却し、その収入を道路の維持管理費に充当して、府民の安全･安心に資するために実施するものである。
（ネーミングライツ事業の範囲）

第３条　ネーミングライツ事業の対象は、大阪府が管理する道路に付属する歩道橋、橋梁、トンネルの通称名（愛称名）の命名権とする。
（パートナー企業の範囲）

第４条　パートナー企業、歩道橋、橋梁及びトンネルの名称（通称名）については、以下の条件を満たすものとする。
一　大阪府広告事業要綱第３条及び大阪府広告事業掲載基準の規定を準用し、パートナー企業の業種、歩道橋、橋梁及びトンネルの名称が、これらの規定に反しないこと。
二　歩道橋、橋梁、トンネルの名称が施設名称としてふさわしく、利用者に混乱を生じさせないものであること。
三　応募しようとする企業等又はその代表者等の行為が大きく社会の関心を集め、府民に不安を与える事象となっている場合、その他知事が不適当と認める場合に当てはまらないこと。

（募集方法）

第５条　ネーミングライツ事業のパートナー企業の募集方法は、原則として公募により行うものとする。
（契約期間）

第６条　ネーミングライツ事業の契約期間は５年間とする。ただし、大阪府及びパートナー企業双方の合意により更新することを妨げるものではない。
（契約金額）

第７条　契約金額は、募集の都度定めるものとする。
（選定方法）

第８条　パートナー企業の選定は、ネーミングライツパートナー企業選定審査委員会（以下、「審査委員会」という。）で定めた選定基準に従い、行うものとする。

２　パートナー企業の選定にあたり疑義が生じたときは、審査委員会に諮る。
（協定）

第９条　ネーミングライツ事業の実施にあたっては、大阪府とパートナー企業は別に定める協定書を締結するものとする。

（庶務）

第10条　この要綱に関する庶務は、都市整備部道路室道路環境課において行う。
（その他）

第11条　この要綱に定めのない事項については、大阪府とパートナー企業の協議により定めるものとする。
　附　則
　　この要綱は、平成２８年１月１５日から施行する。
この要綱は、令和　５年３月２３日から施行する。

